











































































































































































































































































































































































































第1回 遥か地上を離れて(作曲：Wong Wing l^an) 
第 2回 The prophecy (作曲：M.Danna,J.Danna) 
第 3回 LaCalinda (怍曲：Delius)
第4回 風風座(f乍曲：神山純一)
4.結果
各ワークの終わりに学生が記述した敝®文の中から, 
ワークを通して得た「気づき』に焦点を絞って整理し 
たところ、次の3項目にまとめることができた.それ 
ぞれ代表的な例に基づいて述べる。
4.1「多様な®じ方」の気づき
第1回〜第2回のワークでは,同じ音楽を聴いても、 
一人ひとりが思い浮力-くるイメ ージが多様であ6こと 
や,感じ方や解釈には個人差が大きく,中には自分の 
感じ方とはかけ離れたものもあ5ことに気づいたとい 
う感想が目立った〇
く感想1>は,自分とよく似た言桀で書かれた題名 
が、自分の思し補いていたものとはまったく違ったと 
いう驚きを表現している。
<感想2>は、人それぞれの感じ方の違いと、そこ 
から作り出される物語の違いに対する、素直な驚きが 
述べられている。
<鵬1>
自分とそっくりの題名があったので、同じだと思っ 
たけれど、中身がまるで違ってい/t,話を閔いてみな 
いとわからないものだなと思った.題名を見て、先入 
観が働いたのだと思う。(第1回•男性)
<_2>
みんなの物語を開けてよかったと思う,同じ音楽を 
嗯いて,思いつくことがこんなにいろいろあることに 
驚いた。私にはとても想像できないようなスケールの 
大きな物語もあって,すごいと思った,(第2回■女1¢)
4.2 「他者への共感Jの気づき
第2回〜第4回では,多様な感じ方の中にも,自分 
と共通したものを見っけ出し、安心感を得るという感 
想があったa
<感想3>では,よく知らない学生の物語に共感す 
ることを通して、その学生自身にも親しみを感じたこ 
とが述べられているa
<感想4>は、自分とは遂う感じ方であっても,そ 
れを受容し共感する様子が表現されている,
<_3>
物語を発表するのは正直恥ずかしかった。でも、話 
していると、夢の話を他の人に聞いてもらっているよ 
うな感じで、意外と楽しめた。クラスが逸ってよく知 
らない人もいたけれど、その人がつくった物語に共感 
できた.その人のことがちょっとわかったような気が 
したe (第2回•女ft)
く!娜4 >
はじめは,自分には物語を害いたりできないと思っ 
ていた„でも,音楽を聰いていると,なにA碎び起こ 
されるような感じがして、物語が浮かんできた。他の 
人の発表を聴いているときに,その人の感じ方が自分 
の中にスッと入ってくる時があった,自分と($4うけ 
れど、いい啪語だと思った。(第2回•男性)
37
賦川学院短期大学教育実践研究紀要2009
4.3 C自分自身jへの気づき
全体を通して、自分を客観的に見ようとする感想が
いくつかあった〇
<感想5>は、自分自身の不安と、物語の主人公の 
心理状態を重ね合オ对ている。物語を介することで、 
現実の自分と距離を置き、自己を其観視している。
<胳想6 >は、音楽を聴くことによって自分の中に 
起きた変化を見つめている。
<_7>は,物語という作品を通して自分と他の 
学生とを比較し、自省している。
<_8>は、同様の内容を複数の学生が記述して 
いる。自己の内面を言•語｛匕することのむずかしさを感 
じ、また、自分が他者の目にどのように映るかを気に 
かけている。
<觀5>
私は,保育実習が近づいてきて毎日が忙しく,不安 
です。実習の準備やゼミの課題に追われて、気持ちば 
かり焦っています,今日音楽を聴いて浮かんだ物語の 
主人公は、私とそっくりで、忙しくて疲れきった少女 
でした〇先生が、「音楽を聴いて浮かんでくることは、 
自分の心の状態やを映し出すことがありますJと 
話されて、自分のことだと思ってびっくりしました. 
少女は私の分身のように思えます〇 (第2回.女性)
<_6>
当たり前のことかもしれないが、自分の感精が音楽 
によってものすごく影響を受けていると感じた.今日 
はあまり気分がよくなかったけれど,音楽を聴いてい 
るうちになんとなくウキウキしてきたのが、自分でも 
ふしぎだった。(第3回•女性)
<聽7>
他の人たちは、おもしろい物語や映画の場面のよう 
なイメージをどんどん思いつくようだけれど、私はい 
つも現実の自分たちの物語を書いてしまう,それだけ 
現実に轉られているのだろうか。自由に想像すること 
はとてもむずかしいことだと思う。(第4回•男性)
<_8>
音楽を聴くと、頭の中にたくさんのイメージが浮か 
んでくる。でも,それをうまく言蘖にできない•そこ 
から物語をつくるのは、もっとむずかしいと思った。 
それに、他の人に物語を話すとき、自分がどう思われ 
るのか、とても気になった。(第2回•女性)
5.考察
このグループワークは,3つの段階から成り立って 
いる。
第1段階は、音楽を聴き、自己の内面から浮かび上 
がる感情やイメージを見つめ、それをつ力み出す情緒 
的で個人的な作^策である。第2段階は,つ?>央出した 
言葉やイメージをつなぎ、物語を紡ぐ知的で論理的な 
作業である。第3段階は、創作した物語を他者に向け 
て語り,それをグ/!^-ブで共有するという社会的な作 
黨である。
このワークを通して,学生自身が対人援助職に求め 
られる资蜇に気づくきっかけを得たことが,いくつか 
の感想文から窺える。それは,H也者を受容する二とJ 
f他者に共感することJ「自己を客観祝すること」の3 
点である。
グループワークの利点は,自分を見つめながら,グ 
ループという小さな社会に向けて働きかけをおこない、 
それがフイードバックされて,自分の艮方や感じ方が 
変化し、課題が明らかになることである。
物語を発表する行為は、種のプレゼンテーション 
である。ワークの過程を通して自己の内面を見つめ, 
じっくりと考えた結果、自分の&葉に_佶を持って発 
3や発表をおこなうことができる者にとって,それは、 
ささやかながらも心地よい成功体験となる。
筆肴はこのワークに係わることによって,学生一人 
ひとりの内面や課題を、多少なりとも具体的に把握し、 
その後の学生指導に生かすことができた,
ある学生は、社交的な性格であるにもかかわらず、 
物語を発表することに苦痛を嫉じたという。その理由 
について、「音楽を聴いていろいろ浮かんでも,言葉に 
できないからjと述べている。この学生は自己の内面 
を見つめながら,それを表現する言紫を見つけられな 
かった〇 a葉という道具を使って自分の中にあるもの 
をつAみ出さなければ、他人に自分を伝えることはで 
きない。それ以前に、自分で自分がわからない状態に 
陥っている可能性もある,
もちろん、言蘖以外の表現手段を用いることも可能 
であろが、言葉を主たる表現手段として用いながら他 
の手段で補完するほうが,私たちの日常生活では使い 
勝手がいいのである。
また,ワークでは,1人が串直な自己表現をおこな
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うと、それにつられるように他の者も同じように振る 
舞う傾向が観察された.学生たちは、自己表現の欲求 
を持ちっっも、その一方で、無防備に自分をさらけ出 
すことへの恐れを抱いている。安全な環境において、 
適切な手段を用いて表現を促すことが、対人面での自 
己表現力を向上させるために必要と考えられる。
物語とそれを創作した学生との関係については本研 
究では詳しく分析していないが、アートセラピーにお 
いては、作品として表現することにより心の中が整理 
され、その結果、自己の感情に適切な距離を置くこと 
ができると指摘されている。
<感想5>をSいた学生は、その典型的な例であり、 
物語という作品の形をとることにより、その作品に自 
己の内面を話らせ,自分を容観的に眺め5ことができ 
たと考えられる。
6.まとめ•課題
若者たちの語彙の贫しさが指摘されるようになって 
から久しい。彼らは自己表現の欲求が強くあるにもか 
かわらず、それを表現する言葉を十分に獲得していな 
い。だから、「ヤバイ」「スゲエ」「カワイイ』などのわ 
ずかな単語に複数の意味を持たせ、あるいは、多様に 
表現されるべきニュアンスをひとく くりに片づけてし 
まうのだろう。
数年的に広がった「空気を読むJ ^KYJといった言 
葉も、自己の内面をうまく言語(匕できない人問の多さ 
を感じさせる。また、逆の見方をすれば、他者の視点 
で物事を感受する想像力や共感力の低下が、このよう 
な言葉を流行させたとも考えられる。
人は、適切な表現力を身にっけなければ、自分を説 
明する必要がない場所に逃げ込もうとする。つまり、 
傷つくことを恐れて、狭い人間関係や、時には自分自 
身の中に逃げ込んでいく,あるいは、生身の人問との 
煩雑なコミュニケーションを避け、仮想現実の世界に 
逃げ込む。人間は他者との関係性の中で育つものであ 
るから,彼らがそのような場所で安全に過ごせたとし 
ても、成長にはつながらない。
言葉はたいへん機能的で便利な道具である。S者は、 
障害児や障害者への音楽療法において、言葉でコミュ 
ニケーションがとれないもどかしさを味わってきたた 
め、そのありがたさをいっそう感じるのかもしれない。 
今回のワークを通して,若者が言葉による自己表現 
に熱意を持って取り組む姿に希望を感じた〇考えてみ
れば,今の若者たちは電子メールやブログ,チャット 
といった言語コミュニケーションに、たいへん熱^な 
世代である。
未調査であるが、読畜や映画鑑寅の習慣を持っ者、 
幼少時に絵本や児童畜に触れる機会を多く持った者、 
さらに,スト--リー のあるコンピュータゲ*-ムを好 
む有は、物語の創作に取り組むことが容易であると推 
測される。
また、学生が創作した物語の中には、短いながらも 
優れた作品が見受けられた。ある学生の感想文には、 
『自分の物語を発表するのはやだったが,人の物語 
を閔くのはワクワクしてとても楽しかったJというも 
のがある。物語には、当人も気づかないような感情や 
価値観、人生観等が投影されていると考えられる。 
使用した楽曲と創作された物語の関係についても. 
今後の研究対象としたい。
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<ピアスーパーパイザーからのコメント> 
本研究は,対人援助職をめざす学生に対して、広い 
意味での音楽療法の技法を応用して,「他者を受容 
することJ 「他者に共感すること」「自己を客観視 
すること」これら三つの能力を引き出そうとした試 
みの報告である。音楽療法が、病者を癒すだけでは 
なく、対人援助をする者の援助能力をも高める可能 
性があるとの示唆は大変興味深い。®者のさらなる 
研究の発展を期待する。
(担当：家政学科 中広全延)
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